
 

 

北海道中小企業家同友会 

第５回全道農業関連部会交流会ｉｎしりべしのご案内 

 
 

 
＜設営担当：北海道中小企業家同友会しりべし・小樽支部 農業経営部会＞ 

 

食料自給率２００％を誇る食の宝庫「北海道」。農業は基幹産業でありながら、最近では海

外の農産物の輸入急増や深刻な担い手不足など、数々の問題が山積しております。 

第５回目を迎える全道農業関連部会交流会では、激動をたくましく生き抜く“新時代農業”

の創造を！をスローガンに全道各地から集まっていただいた方々とたっぷり語らい、日ごろ皆

様が抱えている悩みを分かち合いながら、共に学び合う仲間として英気を養いたいと考えてお

ります。ぜひとも、全道各支部からの多数のご参加をお待ち申し上げております。 

 

 

 

 

 

 
 

 全体のスケジュール 
 

■２月２２日（金） 

１４：００～１４：１５ 開会セレモニー 

１４：３０～１８：００ 分科会（報告：約１時間、グループ討論＋発表：約２時間） 

１８：３０～２０：３０ 夕食交流会（後志の食材を使ったお料理が出ます） 
 

■２月２３日（土）オプション企画 

９：００～１２：００ 曲イ田中酒造㈱さん、㈱深川硝子工芸さんの見学 

１２：００～１３：３０ トラットリア マルコポーロで昼食（イタリア料理） 

１４：００       ヒルトン小樽で解散 
  
分科会紹介 

 
 

      分科会 ∥テーマ∥念願の直売所をオープン！ところが… 

  ～“売る力”をどう身に付けるか？～  
          

【報告者】㈲タカシマファーム 社長 高嶋 浩一氏（札幌支部農業経営部会長） 
 

 

 

と き／２００８年２月２２日（金）１４時～２３日（土）１２時 

ところ／ヒルトン小樽（小樽市築港１１－３、電話0134-21-3111） 

参加費／９，０００円（懇親会含む、宿泊代別） 

   ・ヒルトンホテル宿泊：シングル9,450円、ツイン：6,300円 

・２月２３日（土）のオプション企画参加者は別途3,000円 

 報告者の高嶋さんは「自分で育てた農産物を、自らの手で販売したい！」と１１月に念願の直売所を

オープンさせました。初めての経験でご苦労が絶えず、課題も山積みのようですが、作って出荷するだ

けではなく、“売る力を付ける”ことは多くの農業者が関心を持っています。夢への一歩を踏み出し始め

た高嶋さんより、悩み・現状をお話しいただいて、グループ討論でさらに深めて参ります。 

 

 

 分科会 ∥テーマ∥“食”を核とした地域内ネットワークづくり 
～夢を持ち、あらゆる壁を取り払えば、ここまで出来る！～ 

【パネラー】 

羊蹄山麓味覚フェスタ実行委員会 委員長  三島 喜吉氏（三島農場 代表、倶知安） 

（社）全日本司厨士協会小樽支部 幹事長  三輪 信平氏（ﾄﾗｯﾄﾘｱ ﾏﾙｺﾎﾟｰﾛ料理長、小樽） 

北海道後志支庁      産業振興部長  木村   篤氏 
 

【コーディネーター】 
吉川英昭農場 代表 吉川 英昭氏（しりべし・小樽支部農業経営部会 副部会長、京極） 

 

 

 

 
 
 

分科会 ∥テーマ∥生産現場からの発信  
～新発想と長期的ビジョンで、夢づくり・人づくり～ 

【報告者】㈲松家農園 社長 松家 源一氏（旭川支部農業部会長） 

 

    

 

 
 
 

分科会 ∥テーマ∥試行錯誤の店舗運営から学んだ、「農家の売り」とは
～知恵を出し合い、地域ブランドの価値を高めよう！～ 

【報告者】㈲中藪農園 社長 中藪 俊秀氏（帯広支部、ふぁーまーずとかち前代表） 
       

 

 

 
 

■お申込みは同友会事務局までお願い致します 

  ＦＡＸ：０１３４－２５－０７６５／ｅ-mail：otaru@hokkaido.doyu.jp 
 

切り取り線 
 

第５回全道農業関連部会交流会（２／２２～２３）出欠回答 
 

□出席します → 第（    ）分科会に参加します 

（  ）ヒルトンホテル小樽での宿泊を希望 →（  ）シングル （  ）ツイン 

（  ）２日目オプション企画への参加を希望 
 
 
会社名             
 

お役職                   お名前                

ニセコ町で１１月に行う「羊蹄山麓味覚フェスタ」。食の情報発信や地元食材を使ったお料理を味わ

い、毎年６００名の来場者を誇るイベントですが、同友会・料理人・行政などが結びついて２０名以上

の実行委員会を組織し、この取り組みを通じて豊富なネットワークが生まれています。この事例から、

“食”を核に地域を元気にする連携について考えます。 

東川町で農業を営む松家さんは、数年前に栄養価の高い“発芽（スプラウト）食品”に目をつけ、

組合の設立や特注プラントの稼働など精力的な取り組みを行い実績を残しています。既存の発想から

脱皮し、将来ビジョンを描きながら担い手・後継者育成なども行っている松家さん。その熱い実践に

学んで参ります。 

2004 年に帯広支部農経部会で中国の農場を視察し、押し寄せる国際化の波に強い危機感を覚え、

帰国後すぐに有志 14 名が共同店舗「ふぁーまーずとかち」を開店。自分たちのこだわりを直接消費

者に届ける取り組みは、着実に実績を伸ばしているようです。全道各地で小グループを立ち上げて個

性的な実践が行われていますが、中藪さんの報告をもとに“地域ブランドづくり”などを考えます。 


